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論文の内容の要旨
　逐次決定論においては，予め定められた大きさをもつ標本に基づいた決定を下す非逐次決定論とは異なってい
て，各観測後に標本抽出を停止して直ぐに決定を下すか，または標本抽出を継続した後に適時に決定を下すかど
うかを定めることができる。非逐次の場合と同様に，適切’な決定を下す際に十分統計量は重要であり，さらに推
移性をもつ十分統計量に基づいて決定を下せば有効である。通常，逐次解析では統計量に基づいて停止則を含む
逐次決定方式を考え，その性質を論じることが多い。
　本論文では，逐次決定論において測度論の観点から十分性（S雌iCienCy），推移性（tranSitiV吋）について部分σ
一加法族を用いて考察した。また十分性の概念を統計的予測論に適用可能にした概念として予測十分性（prediction
sufficiency）を取り上げ，その性質について逐次実験への適用も含めて論じた。
　（i）（X，A）を標本区間とし，Pを（X，A）で定義された確率分布族とする。また，lA（m）1をAの部分σ一加法
族の無限列で，Aω⊂A（2〕⊂…⊂A｛m〕⊂…⊂Aを満たすとする。さらに，各mについてA。（m）をA（㎜）の部分
σ一加法族とする。このとき，（X，A，P，lA剛）の組の下で考察した。Baha虹（1954）は，lA。｛醐）1が十分列で
ある，すなわち各mについて，任意のA∈A（m〕に対して，A。（m）一可測関数φ。が存在して，任意のp∈Pに対
して
　φルト母［パん，κ1・。・。（λ，力）
が成り立つための必要条件を求めた。本論文では，lA。（剛が十分列であるための必要十分条件を求め，また，
Bahadひrの必要条件を満たすが必要十分条件を満たさない例を示した。さらに，lA。｛mリが十分列で，かつ推移列
である，すなわち各㎜について，任意のB∈A・（・十ユ〕，任意のp∈Pに対して
　風［XBlA（閉），∬］二凪［XβlAo（閉〕，x］ae．（A，力）
が成り立つための必要十分条件を求めた。
　（ii）観測される確率変数（データ）をXとし，未観測の確率変数をYとしたとき，Xに基づいてYを予測する
問題を考えた。そこで，Pを（X，Y）の同時確率分布族として，Xに基づく統計量丁＝T（X）がYに対して予測
十分であるという概念を，TがXの周辺確率分布族Pxに対して十分であるという条件に，さらにTを与えたとき
にXとYが条件付独立であるという条件を付加することによってつくることができる。本論文では，測度論的設
定の下で部分σ一加法族を用いて予測十分性の性質について考察した。実際，予測すべき量がXとYの関数9（X，Y）
一210一
であるとき，統計量丁＝T（X）がg（X，Y）に対して予測十分であるための十分条件を求めた。そして，統計的
逐次実験の場合に適用できることを示し，多変量正規分布の場合や自己回帰過程の場合に予測十分統計量を求め
た。さらに，逐次実験の場合に予測十分性と推移性の関連についても考察した。
審査の結果の要旨
　統計的逐次決定論において，測度論の観点から，標本空間の部分σ一加法族が十分性，推移性をもつための必
要十分条件を求め，また予測十分性との関連を考察し，さらに逐次実験への応用について研究した。これらの研
究は従来の結果を深めて，有機的な構造を解明したこととして高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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